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研究成果の概要（和文）：　音声付きピクチャーカードを見るときの児童の眼球運動調査により、文字への注視
が始まる時期や児童が文字を見る時の特徴を明らかにすることを目的に研究を進めてきた。その結果、①４年生
以降文字への注視回数が増加すること、②発音の提示をしない方が文字への注視回数も時間も上回ること、③文
字でも絵でも上にあるものへの注視回数・時間が増すことが明らかになった。
　文字に注意が向き始める時期を逃さず無理なく始められる、トップダウン式リーディング指導の研究のため
に、ピクチャーカード(a.音声提示のタイミングがカード提示時と同時のものと遅れて提示されるもの、b.カー
ドの文字位置が上と下のもの、)を作成した。

研究成果の概要（英文）： By surveying children's eye movements when viewing picture cards with 
audio, we have been conducting research with the aim of clarifying the timing when attention to text
 begins and the characteristics of children’s eye movements. As a result, it was clarified that (1)
 the number of times of attention to the letters increased from the fourth grade, (2) the number of 
times and time spent paying attention to the letters exceeded when they are not given audio 
information, and (3) the number and time of gazing at the letters above the pictures increased.
 For top-down reading instruction, we created picture cards in which the timing audio information 
was presented at the same time as the picture cards were shown or later, and one in which the 
letters’ position was above or below the pictures.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　文字言語の音韻符号化（phonological coding）の認知負荷が軽減されること、すなわちその自動化が正確か
つ流ちょうなリーディングの前提条件である。現在、5・6年生では、音と文字との関連性を身に付けるボトムア
ップ式の「読む」指導が行われているが、それと同時に、将来初見の単語でも正確かつ流ちょうに読むことがで
きるようになるには、ルールにあてはまらない不規則な読み方も含め、語彙をひとかたまりとして捉えトップダ
ウン式に読む経験をリーディング初期から多く経験することが必要であると考えられるため、単語への注視の開
始時期及びその注視の特徴について明らかにし、教材開発したことには意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
Krashen（1985）は，読むことの位置付けについて，インプット仮説は聴覚的インプットと書きことば

によるインプットの区別をしないことに言及し，読むことによって伸びる能力は，書くことだけに留ま
らず，4 技能全てを含む全体的な能力に役立つとしている。そこで，「読む」技能の習得は，時間をかけ
段階的に系統立てて行うべきと考える。しかしながら，2020 年度から小学校 5，6 年生で開始される外
国語科における「読む」ことの学習が，中学校での本格的な「読む」ことにスムーズに接続しているとは
言い難い。小学校における「読む」ことの内容は，「アルファベットの名称読み」と「言語外情報を伴っ
て示された語句や表現を推測して読む」ことであるが（文部科学省，2018），中学校から始まる本格的な
「読むこと」との間にはギャップがあると考えられる。「推測読み」ができるようになるには，音声＋文
字の大量のインプットが必要である。それを小学校では負担にならない方法で行い，中学校で学習する
「発音と綴り」の規則に自らも気づき集約していくことが望ましいと考える。小学校からの段階的系統
的な「読む」ことの指導法の確立が望まれる。 

 
２．研究の目的 

本研究では，小学校外国語科における「読む」技能の習得に焦点を当て，文字を見る児童の目の動きを
眼球運動測定によりデータ化し，①リーディング指導を開始する『適期』を明らかにすることと，②『適
切』な初期リーディング指導法・教材を開発することを目的とした。 

①の研究課題の『適期』については，第二言語習得開始時の年齢による習得の仕方には特徴的な違いが
あり，10 代の思春期児になると，メタ認知能力(metacognitive awareness）の出現により，言語を「聞き
覚える」ばかりでなく意識的な学習でこのプロセスを補強することができるとする Ellis, R.(1988）の理
論から，この分かれ目がいつになるのか，リーディングにおけるメタ認知能力の向上が何歳ごろから出
現するのかを明らかにすることとした。 

②については，未知語などを覚える際の内的リハーサルを，日本語のローマ字発音から脱却させ，リス
ニングとリーディングの乖離状態を克服して一体化することが，日本人の英語力を大幅な改善に導くと
する見解から（門田，2015），英語の「音声」インプットだけでなく，それと連動する形で「文字」イン
プットを大量に与えるために，この「音声」+「文字」のインプットを小学校でいかにして子どもたちに
提示するのか，その指導法及び教材の検討を目的とした。 

 
３．研究の方法 

上記の 2 点の研究目的の達成のために，音声付きピクチャーカードを見るときの児童の眼球運動を調
査した。児童が文字を注視し始める時期を解明し，何年生頃から「読む」ことの指導を開始すべきかを明
らかにした。またどのような場合に文字への注視が起こるのかを検証し，効果的な指導法を検討した。 

本研究の参加者は，2018 年度に国立大学 A 附属小学校に在籍した 1 年生から 6 年生 264 名，2019 年
度に B 公立小学校に在籍した 1 年生から 6 年生 69 名，総数 333 名である。言語習得では，「音声」「文
字」「意味」の情報処理を統合して行うとされるが，ピクチャーカードを見る際，（1）「意味情報（絵）」
と「文字情報（綴り字）」が一致していない場合，文字への停留回数に変化が生じるか,（2）「音声情報」
を排除した場合，文字への停留回数に変化が生じるか，（3）一般的なピクチャーカードは「意味情報（絵）」
が上にあるが，「文字情報（綴り字）」を上にした場合，絵及び文字への停留回数に変化が生じるか，とい



う 3 つの要因について検証を行った。 
モニターに絵とその綴り字を同時提示し，アイトラッカー（Tobii 

Pro スペクトラム（300Hz））を使用し上記（1）（2）（3）の要因によ
る影響を検証した。アイトラッカーのモニター画面と参加者との距離
は約 65cm になるように配置した。 

単語は，児童に馴染みのあるもの 16 語を設定した。その際，人間の
目の中心窩（中心視）が捉えられる範囲は，中小のサイズの文字数に
して約 3～5 文字から多くて 7 文字程度であると言われているため，
本研究では 16 語中 12 語をそれに倣い，その他には 8 文字，9 文字，
そして複合名詞 2 語を含めた。絵は白
黒とし，音声ありの場合の刺激提示は，
先に音声が 1.0 秒流れた後にカードが
2.0 秒間提示されるように設定した。 

モニターに提示するピクチャーカー
ドには，①音声を伴うものと伴わない
もの（音声あり×16，音声なし×16），
②絵と綴り字が上下逆のもの（絵上・文
字下×16，絵下・文字上×16），③絵と綴り字が一致しないものの組み合わせを 4 パターン作成し，参加
者毎にランダムに提示した。なお，4 パターンにおける被験児数が均等になるようにした。 

興味領域（AOI: Area Of Interest）は，絵の部分（540Pixel×570 Pixel）と文字の部分（540 Pixel×150 
Pixel）に設定した。停留時間（Fixation Duration［sec］），停留回数（Fixation Count［回］）などのデー
タをソフトウエア（Tobii Pro ラボ）によって計測した。今回，停留回数の分析結果に絞って検証を行っ
た。 

 
４．研究成果 
結果（1）小学 4 年生頃から文字への注視が始まる。 

絵と文字が不一致のピクチャーカード（音声有）を映し，英語の文字を目で追う停留回数を調査したと
ころ，交互作用は有意ではなかったが(F(5, 299) = .93, p = .465, ηp2 = .02)，主効果の検定では，「学年」
の主効果(F(5, 299) = 12.37, p < .001, ηp2 = .17)と「絵と綴りの一致・不一致」の主効果(F(1, 299) = 
7.40, p = .007, ηp2 = .02)がともに有意であった。絵と綴りが不一致の方が「綴り字」への停留回数が多
いと考えられる。また，Tukey の HSD 検定の結果，学年間の多重比較では，1 年生と 4 から 6 年生の間
(p < .001)，2 年生と 5・6 年生の間(p < .01)，3 年生と 5・6 年生の間(p < .05)に平均値の有意な差が認
められた。 

 
結果（2）音声を伴わないほうが，文字を注視する回数が多い。 

音声を伴うカードと音声無しのカードを映し，英語の文字を目で追う停留回数を調査したところ，学年
による主効果は有意であった（F(5, 316) = 13.017, p < .001, ηp2 = .171）。Tukey の多重比較の結果に
より，特定の学年間で有意な差が確認された。具体的に言えば，1 年生と 4 年生，5 年生，6 年生の間で

ピクチャーカードパター



有意な差があること（p < .001），2 年生と 4 年生，5 年生，6 年生の間で有意な差があること（p < .05，
p < .001），さらに，3 年生と 5 年生，6 年生の間で有意な差があること（p < .001）が明らかとなった。
また，4 年生と 5 年生，6 年生の間では有意な差は確認されなかった。 

 
結果（3）綴り字でも絵でも上にあるものを注視する回数が多い。 

絵と綴り字のどちらを上に配置するかで，英語の文字を目で追う停留回数を調査したところ，文字の上
下と学年の相互作用は有意だった（F(5, 317) = 2.246, p = .050, ηp2 = .034）。具体的に，学年が上がる
につれて，文字が上にある場合と文字が下にある場合での停留回数の差は大きくなっていることが明ら
かになった。文字が上のカードについて単純主効果の検定を行った結果，学年間で統計的に有意な差が
あった（F(5, 317) = 7.584, p < .001, ηp2=.107）。Tukey の多重比較の結果では，特定の学年間で「文字
が上」において有意な違いが確認された。具体的には，1 年生と 4 年生（p < .001），1 年生と 5 年生（p 
< .001），1 年生と 6 年生（p < .001），および 3 年生と 6 年生（p = .038）の間で有意な差が見られた。 

 
本研究では，現在音声中心に行われている中学年の外国語活動の中で，4 年生からの段階的な文字指導

開始の可能性を示唆した。さらに，5・6 年生においては，ボトムアップ式 phonics 法（実際には phonemic 
awareness 程度）の指導に加えて，教え込みではない、自然な文字認知を促すトップダウン式 whole word
法として，以下の 2 点でピクチャーカード提示方法に工夫を施すことを試案した。（1）音声をあとにず
らして提示することで，児童の視線が綴り字を捉え，音声と文字の同時インプットを可能にする。（2）児
童の視線が上から下へと動くことを利用し，綴り字を絵の上に提示することで音声と文字の同時インプ
ットを可能にする。 

今後、上記のピクチャーカード型の ICT 教材を制作し，小学校でそれらを実際に使用した実証実験を
行い，一般に使用されている「絵が上・綴り字が下・音声同時提示」のカード使用との比較を試み，実験
前と実験後で、綴り字のみのカードを読む時の発話の流ちょうさや発話までの時間にどのような差が認
められるかを検証したい。 
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